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運動会のアンケートをありがとうございました（一部紹介します） 

・松小フェスタが中止になっても、運動会で“げんき太鼓”が観られてとても嬉しかったです。これ

からもずっと受け継がれていってほしいです。 

・みんながのびのび自由に運動できていて、とても良い運動会でした。 

・ワクワクドキドキしながら運動会を見させてもらいました。とても見ごたえがあり、しっかり競技

や演技ができており、たくさん練習してきたんだろうなぁと思うと、涙が出そうになりました。 

・全園児で運動会ができて、本当に感動し、子どもの成長を改めて感じました。 

・昨年と違い、かけっことリレーと、りす組とぱんだ組が分かれていましたが、今年はそれが良かっ

たと思います。ぱんだ組も思いっきり走れ、りす組も楽しそうでした。 

・ぱんだ組さん、リレー、綱引き、組体操など、昨年よりみんな力強くたくましくなったなぁと感じ

ました。我が子としては、運動会に向けて色々なことにチャレンジするようになったことを、とて

も嬉しく思いました。「やればできる！」を実感したと思います。 

・みんなキラキラしていて、とても可愛かったです。体を動かすっていいなと、伸び伸びしている園

児たちを見て教えられました。 

・昨年よりも速く走ったり、りす組さんのお手本になったりと、成長した姿が見られて、とても感動

しました。鉄棒やとび箱もたくさん練習していて、運動会で自信たっぷりに見せてくれて良かった

です。 

・今年は、コロナウイルスの影響で、例年とは違った運動会になりましたが、家族だけということで、

子ども達もよりリラックスできていたように思いました。アットホームで楽しくて、みんな可愛く

て一生懸命頑張っていて、感動しました。 

・一言で言うと、成長を実感して感動しました。最後まで楽しんで一生懸命頑張っている姿が嬉しか

った。リレーでバトンが上手くいかず、悔しい思いをしたけど、その後引きずらず、次の競技も切

り替えてできていて、変わったなぁと思いました。 

・昨年と比べて、誰が見ても成長したなぁ！と思えた運動会でした。空中逆上がりと連続逆上がりに

チャレンジしていることを初めて知り、びっくりしました！先生方には、子ども達が「もっとやり

たい！」の気持ちを持たせ、見ごたえたっぷりの運動会にしていただいて感謝いたします。 

・毎日運動会の話を楽しそうにしてくれる我が子が可愛くて、家族みんなで当日を楽しみにしてきま

した。最初から最後まで、頼もしく成長したぱんだ組さんと、元気いっぱいのりす組さんの姿に、

感動でいっぱいでした。 

予行練習を見てくださった来賓の方から・・・ 
・ひとりひとりが主役で、輝いている姿が見られました。みんな主体的に取り組み、全員の身体能力

が高いことに驚きました。日々の保育の中で、着実に培われてきた成果でしょう。 

・各競技の後、「またしようね」という声かけがとても良いと思いました。年々、子ども達の身体能力

が高くなっていることに驚きます。皆、走ることが得意みたいですね、速くて足もしっかり広く大

きく一歩一歩踏み出せていて、走る姿勢が良かったと思います。 

10 月 3 日（土）の運動会は、秋の風が気持ちよく吹く中、お家の方に見守られて、松が丘幼

稚園の運動会が開催されました。 

今年の運動会は、感染症対策のため、プログラムを厳選し、ぱんだ組の子ども達が‘これはや

りたい！’という競技や演技に限りました。自分たちで決めただけあって、どの種目も意欲的に

取り組み、チームで作戦を立てたり、クラスで相談をしたりしながら、次第に高め合っていけた

ように感じます。園児のお兄さん、お姉さんには、運動会の放送や進行をお世話になり、ご家族

の皆さまには、準備や片付けなどのお手伝いをいただきました。みんなで作りあげた運動会とな

り、心が温かくなりました。ご協力をありがとうございました。 

～ チャレンジする姿が素晴らしい ～ 
 昨年の年長児の頑張りを見てきたぱんだ組の子は、『絶対にできるようになる！』という強い

確信があり、一人一人が自分なりの目的（跳び箱の５段が跳びたい、逆上がりができるようにな

りたい）に向かって、何度も何度も繰り返しチャレンジしていました。朝の時間、チャレンジタ

イム、降園後…と、昨年の子に負けないくらい一生懸命挑戦し、なかなかうまくいかない時の葛

藤も乗り越え、自分を信じて取り組む姿に、職員一同、心から感心しました。そして、その姿を

今年のりす組さんは、しっかりと見ていました。りす組さんの「どうやったらできるの？」の問

いかけに、「大丈夫、ぱんだ組になったらできるよ！」と答えたぱんだ組さん…きっとりす組の 

～がんばる・たのしい・だいすき運動会～ 

子ども達は、ぱんだ組さんの姿に

憧れて、頑張る力も引き継がれて

いくのだと思います。 

来年の年長さんの姿が、今からと

ても楽しみです。 

 運動会が終わっても、みんなのやる気は持続していて、『チャレンジタイム』は続いています。

お家の方のフラフープを見て、腰で回すだけでなく、手や足で回す姿も見られます。 


